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数々
かずかず

の困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて
 

私
わたし

の 両
りょう

親
しん

は戦
せん

前
ぜん

に 中
ちゅう

国
ごく

に渡
わた

り、私は中国で

生
う

まれました。 終
しゅう

戦
せん

後
ご

父
ちち

はシ
し

ベ
べ

リ
り

ア
あ

に抑
よく

留
りゅう

さ

れ、私と母
はは

が中国に残
のこ

されました。貧
まず

しい生
せい

活
かつ

だ

ったので、学
がっ

校
こう

もあまり出
で

ていません。勉
べん

強
きょう

した

くてもできませんでした。周
まわ

りの人
ひと

たちは私が日本
にほん

人
じん

である事
こと

を知
し

っているので、私は 幼
おさな

い頃
ころ

から周

りの人に苛
いじ

められ、よく日
りー

本
べん

鬼
ぐい

子
ず

と言
い

われまし

た。この言葉
ことば

は千
せん

本
ぼん

の針
はり

で 心
こころ

を突
つ

き刺
さ

されるよう

な言葉でした。日本に帰
き

国
こく

することを忘
わす

れたことは

投稿 
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帰

ありませんでした。何
なん

度
ど

も日本に帰国した夢
ゆめ

を見
み

て

いました。「 命
いのち

さえあれば」と生
い

きてきました。 

1966年
ねん

中国で文
ぶん

化
か

大
だい

革
かく

命
めい

が始
はじ

まった頃
ころ

、中国

人である主
しゅ

人
じん

は、日本人である私のために郵
ゆう

便
びん

局
きょく

の仕
し

事
ごと

から肉
にく

体
たい

労
ろう

働
どう

の工
こう

場
じょう

に移
うつ

されまし

た。とても辛
つら

かったです。 

1972 年日
にっ

中
ちゅう

国
こっ

交
こう

正
せい

常
じょう

化
か

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

を聞
き

いて

私達
たち

は言葉で 表
ひょう

現
げん

できないくらい 喜
よろこ

びました。

一
いっ

刻
こく

も早
はや

く日本に飛
と

んでいきたいと思いました。

けれども主人の 兄
きょう

弟
だい

達
たち

に大
だい

反
はん

対
たい

されました。そ

れでも私は誰
だれ

に何
なん

と言われても日本に帰国したい意
い

志
し

は変
か

わりませんでした。その後
ご

私達はさまざまな

困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて 1982 年にようやく主人と 娘
むすめ

と

家
か

族
ぞく

3 人で日本に帰国する夢が実
じつ

現
げん

しました。 

帰国した当
とう

初
しょ

は町
まち

から少
すこ

し遠
とお

い母の実
じっ

家
か

の村
むら

に

住
す

んでいました。帰
き

国
こく

者
しゃ

が日本語
ご

を勉
べん

強
きょう

できる場
ば

所
しょ

がなかったので、自
じ

宅
たく

で独
どく

学
がく

していました。平
ひら

仮
が

名
な

と片
かた

仮
か

名
な

をしっかり覚
おぼ

えました。半
はん

年
とし

後
ご

県
けん

が

主
しゅ

催
さい

した日本語ク
く

ラ
ら

ス
す

で三
さん

カ
か

月
げつ

勉強しました。 

主人は親
しん

戚
せき

の人に連
つ

れられて道
どう

路
ろ

工
こう

事
じ

などの仕
し

事
ごと

をしました。日本語が話
はな

せなかったので、人にい

じめられたり 重
じゅう

労
ろう

働
どう

の仕事をしたりしました。あ

る日
ひ

の事
こと

でした。主人は仕事 中
ちゅう

に日本人にいじめ

られて帰
き

宅
たく

しました。主人は「中国に帰る」と言

い、私は「皆
みな

に反
はん

対
たい

されてまでやっと日本に来
き

た

のになぜまた帰
かえ

るの？」と言って大
おお

喧
げん

嘩
か

しまし

た。主人は夜
よ

中
なか

に寝
ね

ていた４
よん

歳
さい

の娘を起
お

こして中

国に帰ると家
いえ

を出
で

て行
い

きました。残
のこ

された私は部
へ

屋
や

で泣
な

いていました。主人と娘は一
ひと

晩
ばん

中
じゅう

外
そと

を回
まわ

り、朝
あさ

になって帰ってきました。とても可哀想
かわいそう

でし

た。今
いま

でもこのことを思
おも

い出
だ

すと私は 涙
なみだ

が止
と

まり

ません。私は自
じ

分
ぶん

を責
せ

めました。 

主人は中国で 24 年も勤
つと

めていた仕事を捨
す

てて日

本に来
き

て、なぜこんなに苦
く

労
ろう

しなければならないの
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か。当
とう

時
じ

私は日本を恨
うら

みました。日本が戦
せん

争
そう

をし

なければ、私達家族はこんな目
め

に遭
あ

わなかったのに

と思
おも

いました。けれども日本政
せい

府
ふ

が責
せき

任
にん

をもって

私たちを日本に帰国させてくれたことを思
おも

い返
かえ

し、

また頑
がん

張
ば

る勇
ゆう

気
き

が湧
わ

いてきました。 

村
むら

には仕事がなかったので、 A
えー

市
し

に引
ひっ

越
こ

しまし

た。それでも仕事がなかなか探
さが

せませんでした。言

葉の壁
かべ

でたくさんの困難が目
め

の前
まえ

に 現
あらわ

れて、とて

も悩
なや

みました。その時
とき

、私たち二人
ふたり

は 職
しょく

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

校
こう

に 入
にゅう

校
こう

して技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

につけようと思いまし

た。訓練校で私は洋
よう

裁
さい

科
か

、主人は 調
ちょう

理
り

科
か

で 1 年間
かん

勉強しました。 

訓練校の開
かい

講
こう

前
まえ

に学
がく

生
せい

たちにパ
ぱ

ラ
ら

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

の

録
ろ く

画
が

ビ
び

デ
で

オ
お

を見
み

せてくれました。私はこのようなビ

デオを見るのは初
はじ

めてでした。 障
しょう

碍
がい

者
しゃ

の一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に頑張る 姿
すがた

を見て、声
こえ

が出
で

るくらい泣きまし

た。感
かん

動
どう

したのは、手
て

や足
あし

のない人、目
め

が見えな

い人達が必
ひっ

死
し

に 競
きょう

技
ぎ

している 姿
すがた

でした。私は自

分を責
せ

めました。私は手も足も目も健
けん

全
ぜん

なのに日本

語が話せないだけでなぜ頑
がん

張
ば

らないのかと思いまし

た。それから私は 必
かなら

ず正
ただ

しい日本語をマ
ま

ス
す

タ
た

ー
ー

し

ようと決
けっ

心
しん

しました。 

洋裁科の 1 年間の

課
か

題
だい

は、エ
え

プ
ぷ

ロ
ろ

ン
ん

か

らス
す

カ
か

ー
ー

ト
と

、ブ
ぶ

ラ
ら

ウ
う

ス
す

、ズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

、最
さい

後
ご

に

コ
こ

ー
ー

ト
と

でした。これら

を私は全
ぜん

部
ぶ

無
ぶ

事
じ

に完
かん

成
せい

しました。あの 1 年間の勉強は平
へい

坦
たん

ではありま

せんでした。でも必
ひっ

死
し

に頑張ったので、訓練校を

修
しゅう

了
りょう

する時に皆
かい

勤
きん

賞
しょう

と努
ど

力
りょく

賞
しょう

をもらいまし

た。 

私たちは 1990 年に 中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

店
てん

を開
かい

業
ぎょう

しま

した。大
おお

勢
ぜい

のお 客
きゃく

様
さま

と 周
しゅう

囲
い

の人たちのおかげで
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18 年も営
えい

業
ぎょう

しました。お客様からたくさん社
しゃ

会
かい

勉強をさせてもらいました。しかし主人が重
おも

い 病
びょう

気
き

になり、平
へい

成
せい

20年
ねん

に閉
へい

店
てん

しました。 

私は今 7８歳
さい

です。残
のこ

り僅
わず

かな人
じん

生
せい

。けれども

認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

のためにもっと日本語と日本社会を知

っていきたいです。楽
たの

しい老
ろう

後
ご

を送
おく

りたいです。 

 私は花
はな

と野
や

菜
さい

を育
そだ

てるのがとても好
す

きなので、

それらと関
かん

係
けい

のある本
ほん

をたくさん読
よ

んでいます。

また友
とも

達
だち

の 畑
はたけ

を借
か

りてさまざまな種
しゅ

類
るい

の野
や

菜
さい

を

植
う

えています。 

これからも健
けん

康
こう

を維
い

持
じ

して、自
じ

分
ぶん

の趣
しゅ

味
み

をいかし

ながら、楽しく日本語の勉強を頑張っていきたいと

思います。 

 

 

         

               三
さん

世
せい

四
よん

世
せい

の今
いま

 
 

 
今年
ことし

の３月
がつ

、テレビ
て れ び

や新 聞
しんぶん

を大
おお

いににぎわせた野
や

球
きゅう

の世
せ

界
かい

一
いち

決
けっ

定
てい

戦
せん

W
だぶりゅー

B
びー

C
しー

（World Baseball 

Classic)。普
ふ

段
だん

は野球を見
み

ない人
ひと

も、WBC 中
ちゅう

国
ごく

チ
ち

ー
ー

ム
む

には少
すこ

し関
かん

心
しん

を持たれたのではないでしょうか。ただ、中国チー

ムの真砂
まさご

選
せん

手
しゅ

が中国残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

の三
さん

世
せい

だということ

は知
し

らない人が多
おお

いかもしれません。多
おお

くの新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

で「元
もと

福
ふく

岡
おか

ソフトバンクホークス
そ ふ と ば ん く ほ ー く す

の真砂
まさご

選
せん

手
しゅ

が 中
ちゅう

国
ごく

代
だい

表
ひょう

に選
えら

ばれた」と 紹
しょう

介
かい

され、「 両
りょう

親
しん

が 中 国
ちゅうごく

出
しゅっ

身
しん

」としか書
か

かれていませんでした。真砂選手が、

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

である自
じ

身
しん

の祖
そ

父
ふ

のことをどのくらい知
し

っ

ていたかは、記事からはわかりません。その他
た

の

インタビュー
い ん た び ゅ ー

記事を読
よ

んでも、自身のルーツ
る ー つ

と中国との

関 係
かんけい

について触
ふ

れたものは見
み

つけられませんでした。

今
いま

日
に

本
ほん

に暮
く

らしている三 世
さんせい

四 世
よんせい

は、どのように自身

生活 
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のルーツを捉
とら

えているのでしょうか。 

昨
さく

年
ねん

（2022 年）9 月 24 日毎
まい

日
にち

新聞の 朝
ちょう

刊
かん

に、

中国残留 邦 人
ほうじん

の三世を 対
たい

象
しょう

にしたアンケート
あ ん け ー と

調
ちょう

査
さ

の 結
けっ

果
か

が 報
ほう

じられました。三世のみを対象に 100名
めい

を超
こ

すアンケート調査を実
じっ

施
し

しています。このように

残留邦人三世が大
おお

きく取
と

り上
あ

げられたのは初
はじ

めてのこ

とです。 調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は一世二世を通
つう

じて手
て

渡
わた

されたと

のことですが、元
もと

々
もと

支
し

援
えん

団
だん

体
たい

や日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

等
とう

とつ

ながっている世
せ

帯
たい

が 中
ちゅう

心
しん

であり、支援団体と関
かか

わっ

ていない世帯の三世の手には、調査票は渡っていないと

思
おも

われます。一世二世の中には、この調査に抵
てい

抗
こう

を感
かん

じて三世に手渡さなかった人もいたそうです。アンケー

トの回
かい

収
しゅう

率
りつ

は書いてありませんでしたが、その調査

結果は“たまたま回答することができた”三世 114 名

（10～50 代
だい

）の声
こえ

だということを意
い

識
しき

する 必
ひつ

要
よう

が

あります。 

アンケートの結果をいくつか 紹
しょう

介
かい

します。まず「自

身のルーツについて話せなかったり隠
かく

したりした経
けい

験
けん

がある」人
ひと

が半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

。その理
り

由
ゆう

として「説
せつ

明
めい

が

面
めん

倒
どう

だと思った」「いじめられると思った」が挙
あ

げられ

ています。そして４割
わり

近
ちか

くの人が「 周
しゅう

囲
い

の無
む

理
り

解
かい

な

どで生
い

きづらさを感じた」と答えていて、自
じ

由
ゆう

記
き

述
じゅつ

に

は「ルーツに関
かん

係
けい

なく、自
じ

分
ぶん

という人
にん

間
げん

をフ
ふ

ラ
ら

ッ
っ

ト
と

に

理
り

解
かい

してほしい」「残留邦人の歴史を知ってほしい」と

いう声
こえ

もありました。 

ただ、「一
いっ

世
せい

に戦
せん

後
ご

から帰
き

国
こく

するまでの 話
はなし

を聞
き

い

たことはあるか」という問
と

いに、「ない」と答えた人が

４割
わり

超
ちょう

あり、一
いっ

方
ぽう

で「残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

の体
たい

験
けん

を後
こう

世
せい

に

残
のこ

すべきか」という問いには、ほぼ半
はん

数
すう

が「必
ひつ

要
よう

」と

答
こた

えています。「必要ない」と答えた人は 1 割でした。

ここからは、歴史
れ き し

の継 承
けいしょう

や自身のルーツについての、

三世の複
ふく

雑
ざつ

な思
おも

いが感
かん

じ取
と

れます。 

本
ほん

誌
し

第
だい

82号
ごう

で 紹
しょう

介
かい

した「中国残留邦人等
とう

の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」となった残留邦人
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三世の Y
わい

さんは、先
さき

ほどの新聞記事の続
ぞく

編
へん

の中
なか

で取
しゅ

材
ざい

に応
おう

じています。Y さん自身は高 校 生
こうこうせい

になって初め

て祖母
そ ぼ

が残留婦
ふ

人
じん

であったことを知
し

ったと言
い

います。

小
ちい

さい頃
ころ

は中国や中国語について否
ひ

定
てい

的
てき

な感
かん

情
じょう

を

持
も

っていましたが、大
だい

学
がく

進
しん

学
がく

後
ご

にようやく中国への

抵
てい

抗
こう

感
かん

が薄
うす

れたそうです。そして「自
じ

分
ぶん

は何
なに

者
もの

なの

か」とルーツを知
し

りたくなって祖母に話を聞いたと言い

ます。その後は中国 留
りゅう

学
がく

も経
けい

験
けん

し、一
いっ

旦
たん

就
しゅう

職
しょく

し

たのち、残留邦人とその子
し

孫
そん

について研
けん

究
きゅう

したいと

いう思いから大
だい

学
がく

院
いん

に進
すす

みました。そして、戦後世代

の語り部事業に応
おう

募
ぼ

したことをきっかけに、祖母に何
なん

度
ど

もインタビューをして、吐
は

きそうになるほどの苦
くる

し

い気持ちを味
あじ

わいながら少しずつ話を聞き取
と

りまし

た。今は語り部として祖母の人生について語っていま

す。 

彼のように、自身のルーツと向
む

き合
あ

い、祖母の人 生
じんせい

だけでなく、二世三世についてもこれから語っていきた

いと話す三世は 少
しょう

数
すう

派
は

です。たとえ葛
かっ

藤
とう

を抱
かか

えてい

ても、それを吐き出せる場
ば

も機
き

会
かい

もないまま、日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

に追
お

われている三世は少なくないのではないでしょ

うか。また、葛藤を意
い

識
しき

することもないまま、日本生
う

ま

れ日本育
そだ

ちとして暮らしている人もいるでしょう。た

だ、(曾
そう

)祖
そ

父
ふ

母
ぼ

や両親との意
い

思
し

疎
そ

通
つう

等に悩
なや

んだ経
けい

験
けん

は

皆
みな

持
も

っているはずで、ことばや文
ぶん

化
か

の問
もん

題
だい

とは無
む

縁
えん

ではいられないという思いはあると思います。読
どく

者
しゃ

の

皆
みな

さんのご家
か

庭
てい

ではいかがでしょうか。一世二世の皆

さんは、三世四世であるお子
こ

さん、お孫
まご

さん、曾孫
ひまご

さん

とルーツについて話す機会がありますか。 

先
さき

ほどのアンケート結果にあったように、回答した

三世の半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

が自身のルーツを隠
かく

した経
けい

験
けん

を持
も

っていました。そのような経験を強
し

いてきた日本社
しゃ

会
かい

。中国帰国者に限らず、マイノリティを受
う

け入
い

れ、

共
とも

に暮
く

らすことについて未
み

熟
じゅく

な日本社会。共に認
みと

め

合って暮らせるようになるまでの道
みち

のりはまだまだ遠
とお
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いようです。 

はじめに紹介した記事を書いた記
き

者
しゃ

は、その後
ご

振
ふ

り

返
かえ

って、「ルーツと向
む

き合
あ

い続
つづ

ける苦
くる

しさについて私

は 全
まった

く想
そう

像
ぞう

力
りょく

が及
およ

ばなかった」と書いています。

すっかり日本人として苦
く

労
ろう

なく生
い

きているように見え

るお子さんやお孫さんも、心
しん

中
ちゅう

こうした迷
まよ

いや悩
なや

み

を抱
かか

えているかもしれません。それをちょっと覚
おぼ

えて

おいてほしいと思います。想像力を 働
はたら

かせるために

はまず知ることが必要です。私たち、中国帰国者の歴
れき

史
し

を知
し

る者
もの

にはそれを伝えていく責
せき

任
にん

があると 改
あらた

め

て強
つよ

く感
かん

じました。       （O） 

 

                                    

 
今
こん

号
ごう

も、 料
りょう

理
り

のデリバリー 中
ちゅう

に交通事故に遭ったＡ

美
み

の先
せん

輩
ぱい

のその後
ご

を、Ａ美一
いっ

家
か

の会
かい

話
わ

を通
とお

してお伝
つた

えし

ます。 

 

母
はは

：ただいま～。今日
きょう

は電
でん

車
しゃ

が混
こ

んでいて疲
つか

れたわ～。 

A 美：さっき駅
えき

前
まえ

を通
とお

って帰
かえ

ってきたんだけど、駅前の呑
の

み屋
や

さんもお 客
きゃく

さんでいっぱいだったよ。 

母：新
しん

型
がた

コロナ感
かん

染
せん

症
しょう

の感染 状
じょう

況
きょう

も落
お

ち着
つ

いてき

て、どこも人
ひと

出
で

が増
ふ

えたわねぇ。 

父
ちち

：こんな様
よう

子
す

じゃ、一
いっ

時
とき

流
は

行
や

った 料
りょう

理
り

のデリバリーの

仕
し

事
ごと

は上
あ

がったりかもな。 

母：そう？でもまだ街
まち

でデリバリー中の自
じ

転
てん

車
しゃ

を見
み

かける

わよ。結
けっ

構
こう

デリバリー文
ぶん

化
か

は定
てい

着
ちゃく

したんじゃないかし

ら？ だって、便
べん

利
り

だもの。一
ひ

人
とり

暮
ぐ

らしだったりすると、

食
しょく

事
じ

を作
つく

るのも外
そと

に出
で

るのも面
めん

倒
どう

な時
とき

なんかは、つい

使
つか

いたくなっちゃうんじゃない？ 

交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

 被
ひ

害
がい

に遭
あ

ったら②
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示談
じ だ ん

示
じ

談
だん

父：3年
ねん

前
まえ

は１，２社
しゃ

しか聞
き

かなかったデリバリーの会
かい

社
しゃ

も、今
いま

は 十
じゅう

数
すう

社
しゃ

になっているから仕事の奪
うば

い合
あ

いも激
はげ

しくなっているかもね。撤
てっ

退
たい

するところはいくつもある

みたいだよ。 

母：そういえば、配
はい

達
たつ

中
ちゅう

に交通事故に遭ったって言
い

って

た先輩はその後どうなった？ 

A 美：先輩はデリバリーの仕事、もう辞
や

めたんだって。 

父：けがはもうすっかり治
なお

ったのかい？ 

A 美：うん。壊
こわ

れた自転車や破
やぶ

れた服
ふく

の賠
ばい

償
しょう

金
きん

や、医
い

療
りょう

費
ひ

の払
はら

い戻
もど

し金
きん

が、振
ふ

り込
こ

まれたって言っていたわ。 

父：そうか、じゃあ、示
じ

談
だん

が成
せい

立
りつ

したんだな。 

A 美：「じだん」？ それ、なに？ 

父：示談というのはね、損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

の請
せい

求
きゅう

を話
はな

し合
あ

いで

決
き

める方
ほう

法
ほう

なんだ。 症
しょう

状
じょう

固
こ

定
てい

※
になったら、後

こう

遺
い

障
しょう

害
がい

の等
とう

級
きゅう

認
にん

定
てい

を医
い

師
し

が 行
おこな

う。後遺 症
しょう

や障害が交通

事故によるものだと認
にん

定
てい

された場
ば

合
あい

、等級によって慰
い

謝
しゃ

料
りょう

の金
きん

額
がく

が決
き

められるんだ。けがの治
ち

療
りょう

費
ひ

のほかに仕

事を 休
やす

んだ 分
ぶん

の 給
きゅう

料
りょう

の 一
いち

部
ぶ

を補
ほ

償
しょう

する 損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

や、壊れた自転車や服
ふく

の損害などを全
ぜん

部
ぶ

含
ふく

めた中か

ら金
きん

額
がく

が示談で提
てい

示
じ

されるんだ。 

母：でもその金額に不
ふ

満
まん

で、話
はな

し合
あ

いに決
けっ

着
ちゃく

がつかなか

ったらどうなるの？ 

父：そういう場合は「裁
さい

判
ばん

」をする人
ひと

もいるね。素人
しろうと

では

難
むずか

しいことがあるから、相
あい

手
て

方
がた

から賠償金額が提
てい

示
じ

さ

れたら、相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

※※
で、提示された金額が妥

だ

当
とう

なのか、

裁判をして勝
か

ち目
め

があるのか、相談するといいかもね。 

母：で、A 美の先輩は今
いま

どうしているの？ 

Ａ美：デリバリーをしてて、いろんなレス

トランの料理を見たでしょ、そしたら自
じ

分
ぶん

でも作
つく

れるようになりたくなって、今

は 調
ちょう

理
り

学
がっ

校
こう

に通
かよ

ってるよ。ゆくゆくは

自分のお店
みせ

を持
も

ちたいんだって。 

父：そうか、それは「 災
わざわい

い転
てん

じて福
ふく

となす」だったね。 

母：たとえ福となっても交通事故はいやよ！！ 
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◎ 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

の支
し

援
えん

給
きゅう

付
ふ

や生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

を受
じゅ

給
きゅう

して

いる場
ば

合
あい

、賠償金は 収
しゅう

入
にゅう

認
にん

定
てい

される場合があるの

で、 必
かなら

ず福
ふく

祉
し

課
か

に相談してください。  （Y） 

 

 

   交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

に遭
あ

ったら――解
かい

決
けつ

までの道
みち

のり 

 

  

 

 

              

 

 

          

          

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

         

 

 

 

 

 

 

・

・

 ※
症状固定:それ以

い

上
じょう

治療をしても 症
しょう

状
じょう

の改
かい

善
ぜん

が見
み

込
こ

めない 状
じょう

態
たい

のこと。 

※※
相談窓口 

・自
じ

治
ち

体
たい

の法
ほう

律
りつ

相談：居
きょ

住
じゅう

地
ち

の役
やく

所
しょ

で尋
たず

ねて下

さい。 

 ②事故現
げん

場
ば

の記
き

録
ろく

・実
じっ

況
きょう

見
けん

分
ぶん

調
ちょう

書
しょ

の作
さく

成
せい

た あ

 ⑦後遺障害認定の異議申し立て（認定結果に納得がいかない場合） 

 ⑥後遺障害認定の申請（後遺症が残った場合） 

            ⑧示談交
こう

渉
しょう

 

  ⑩示談不
ふ

成立 

  ③ 病
びょう

院
いん

で医師の診
しん

断
だん

を受ける( 入
にゅう

院
いん

・通
つう

院
いん

) 

   ⑤症状固定 
    ④完

かん

治
ち

 

 ⑨示談成
せい

立
りつ

 

⑪    ⑪裁判 

⑫   ⑫賠償金の支
し

払
はら

い（解
かい

決
けつ

） 

・     ①事故発
はっ

生
せい

（警
けい

察
さつ

・保
ほ

険
けん

会
がい

社
しゃ

に連
れん

絡
らく

） 
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・

・

 

・法
ほう

テラス：国
くに

が設
せつ

立
りつ

した法
ほう

的
てき

トラブル解
かい

決
けつ

の

総
そう

合
ごう

窓口（収入や資
し

産
さん

が一
いっ

定
てい

額
がく

以
い

下
か

であるな

どの 条
じょう

件
けん

があります） 

・日
にち

弁
べん

連
れん

交通事故相談センター：弁
べん

護
ご

士
し

が無
む

料
りょう

で電話、面談相談、示談あっ旋（示談交渉のお手

伝い）を行っています。 

・交通事故紛
ふん

争
そう

処
しょ

理
り

センター：示談交
こう

渉
しょう

の手
て

伝
つだ

いをする紛争解決機
き

関
かん

です。 

 
 

 

 

                                                                       

  

  

インターネット
い ん た ー ね っ と

（ネット）利
り

用
よう

が日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に浸
しん

透
とう

してきた 1990年
ねん

代
だい

中
ちゅう

盤
ばん

からおよそ 30 年、ネットの

中
なか

には個
こ

人
じん

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の 情
じょう

報
ほう

からニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

、専
せん

門
もん

的
てき

な

知
ち

識
しき

、政
せい

府
ふ

レ
れ

ベ
べ

ル
る

の 情
じょう

報
ほう

まで世
せ

界
かい

中
じゅう

のあらゆる情

報が蓄
ちく

積
せき

され続
つづ

けてきました。 

そして 私
わたし

たちは、この蓄積された巨 大
きょだい

な情報を元
もと

に、「ネット検
けん

索
さく

」という 形
かたち

で辞
じ

書
しょ

替
が

わりに利
り

用
よう

して

います。しかし、検索結
けっ

果
か

は利
り

用
よう

者
しゃ

が完
かん

成
せい

させたい記
き

事
じ

や文
ぶん

章
しょう

ではなく、玉
ぎょく

石
せき

混
こん

淆
こう

の素
そ

材
ざい

として提
てい

示
じ

さ

れるだけでした。つまり最
さい

終
しゅう

的
てき

な文章の完
かん

成
せい

は人
にん

間
げん

にしかできない仕
し

事
ごと

でした。それが今
いま

覆
くつがえ

されよ

うとしています。 

この画
かっ

期
き

的
てき

な発
はつ

明
めい

が「生成 AI」なのです。「生成 AI」

の AI は「Artificial Intelligence（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）」の 略
りゃく

で、

「生成 AI」とは、ネット 上
じょう

の大
たい

量
りょう

な情報をベ
べ

ー
ー

ス
す

に、利用者の指
し

示
じ

や質
しつ

問
もん

に応
おう

答
とう

して、文章、画
が

像
ぞう

、音
おん

楽
がく

、動
どう

画
が

などを短
たん

時
じ

間
かん

で新
あら

たに作
つく

り出
だ

すことができ

る技
ぎ

術
じゅつ

のことです。この技術の登
とう

場
じょう

を「100 年に一
いち

度
ど

の産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

だ」と言
い

う人
ひと

もいます。 

生
せい

成
せい

A
えー

I
あい

／
ち ー ー ーニュース

に ゅ ー す

の言葉
ことば
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現
げん

在
ざい

、この生成 AI の 商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

を世
せ

界
かい

の企
き

業
ぎょう

が

競
きそ

って 行
おこな

っています。代
だい

表
ひょう

的
てき

なものがア
あ

メ
め

リ
り

カ
か

の

マ
ま

イ
い

ク
く

ロ
ろ

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

社
しゃ

の「Bing
びんぐ

」、グ
ぐ

ー
ー

グ
ぐ

ル
る

社
しゃ

の「Bard
バード

」、そ

して今
いま

一
いち

番
ばん

注
ちゅう

目
もく

を浴
あ

びているのがオ
お

ー
ー

プ
ぷ

ン
ん

A
えー

I
あい

社
しゃ

の「チャット GPT」です。これは「Chat Generative Pre-

trained Transformer」の 略
りゃく

語
ご

で、 直
ちょく

訳
やく

すると「生
せい

成
せい

可
か

能
のう

な事
じ

前
ぜん

学
がく

習
しゅう

済
ず

み変
へん

換
かん

器
き

」という意
い

味
み

です。「文
ぶん

章
しょう

生
せい

成
せい

モ
も

デ
で

ル
る

」とも言われています。どんなことが

できるかというと、質
しつ

問
もん

に対
たい

する回
かい

答
とう

だけでなく、文

章の作
さく

成
せい

や添
てん

削
さく

、校
こう

正
せい

、膨
ぼう

大
だい

な文章の要
よう

約
やく

、脚
きゃく

本
ほん

や詩歌
しいか

、小
しょう

説
せつ

を書
か

くこともできるといいます。その他
ほか

にも P
ぴー

C
しー

のプ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ミ
み

ン
ん

グ
ぐ

や 表
ひょう

計
けい

算
さん

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

の関
かん

数
すう

を記
き

述
じゅつ

することもできるそうです。しかも、このチャ

ット GPT は数
すう

千
せん

億
おく

から数
すう

兆
ちょう

ともいわれる膨
ぼう

大
だい

な

単
たん

語
ご

をネット上のニュースなどから 収
しゅう

集
しゅう

している

ので、その豊
ほう

富
ふ

な語
ご

彙
い

力
りょく

を元
もと

にとても自
し

然
ぜん

なことば

で 表
ひょう

現
げん

できるのです。 

ただし、収集されているネット情報には、もともとフ
ふ

ェ
ぇ

イ
い

ク
く

ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

や間
ま

違
ちが

った情報もたくさんあるので、

チャット GPＴが作
つく

り出
だ

す情報の中には間違った情報

もあり、回答については事
じ

実
じつ

確
かく

認
にん

が必
ひっ

須
す

です。今
こん

後
ご

、

利用者が増
ふ

え、間違った情報が是
ぜ

正
せい

されていけば、AI は

さらに学
まな

び続
つづ

け、回答の精
せい

度
ど

は上
あ

がっていくと言われ

ています。しかし、現 在
げんざい

の 状
じょう

況
きょう

では、無
む

意
い

識
しき

に、あ

るいは意
い

図
と

的
てき

に AＩに作成させたフェイクニュースが

拡
かく

散
さん

されてしまう可
か

能
のう

性
せい

が大
おお

きいので 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。その他にも、個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の 流
りゅう

出
しゅつ

や著
ちょ

作
さく

権
けん

侵
しん

害
がい

も問
もん

題
だい

視
し

されています。 

このチャット GPT は 2022 年の 11月
がつ

にサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を

提
てい

供
きょう

し始
はじ

めて、わずか 2 か月
げつ

で利用者が 1億
おく

人
にん

を

突
とっ

破
ぱ

したそうです。あまりに 急
きゅう

速
そく

な広
ひろ

がりの中
なか

で国
くに

や 行
ぎょう

政
せい

、 教
きょう

育
いく

分
ぶん

野
や

でも利
り

用
よう

にス
す

ト
と

ッ
っ

プ
ぷ

をかけた

り、使
し

用
よう

上
じょう

の注意が呼
よ

びかけられたりしています。 
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 まず教育の世
せ

界
かい

では学
がく

生
せい

のレ
れ

ポ
ぽ

ー
ー

ト
と

や論
ろん

文
ぶん

も、チャットＧＰ

Ｔなどを利用すればあっという

間
ま

にできてしまい、学生としての

努
ど

力
りょく

や思
し

考
こう

が要
い

らなくなりま

す。また、学生が自
じ

力
りき

で作成した

かどうかもわからない提
てい

出
しゅつ

物
ぶつ

では、教
きょう

員
いん

が 評
ひょう

価
か

するのが 難
むずか

しくなり、学
がく

問
もん

の場
ば

の意
い

味
み

が根
こん

底
てい

から揺
ゆ

さぶられることになります。日
に

本
ほん

の主
しゅ

要
よう

大
だい

学
がく

でも、早
さっ

速
そく

、論文やレポートで生成 AＩ

を利用することを禁
きん

止
し

し、生成 AＩが作成した論文を

提
てい

出
しゅつ

した場
ば

合
あい

は不
ふ

正
せい

行
こう

為
い

とみなして処
しょ

罰
ばつ

する等
など

の

声
せい

明
めい

を出
だ

しました。 

そして、何
なに

より危
き

惧
ぐ

されていることは、生成 AI の登
とう

場
じょう

で仕事がなくなり、失
しつ

業
ぎょう

する人
にん

間
げん

も出
で

てくるだ

ろうということです。ある I
あい

T
てぃー

大
だい

企
き

業
ぎょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

に

よると、事
じ

務
む

管
かん

理
り

部
ぶ

門
もん

の 従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

のうち今
こん

後
ご

5 年で

30 ％
ぱーせんと

が AI や自
じ

動
どう

化
か

で要
い

らなくなる、ということで

す。 

芸
げい

能
のう

の世
せ

界
かい

でも AＩ音
おん

声
せい

により声
せい

優
ゆう

やア
あ

ナ
な

ウ
う

ン
ん

サ
さ

ー
ー

などの仕事が 脅
おびや

かされると 声
こえ

を上
あ

げる 人
ひと

もいま

す。また、AI は声だけでなく 収
しゅう

録
ろく

された人
ひと

の顔
かお

や動
どう

作
さ

を元
もと

に、年
ねん

代
だい

や性
せい

別
べつ

を変
か

えて架
か

空
くう

の役
やく

者
しゃ

による映
えい

像
ぞう

作
さく

品
ひん

を生
せい

成
せい

することもできるそうです。もちろん

ア
あ

ニ
に

メ
め

や歌
うた

なども自動生成できます。つまり生
なま

身
み

の役

者や声優やア
あ

ニ
に

メ
め

ー
ー

タ
た

ー
ー

、 脚
きゃく

本
ほん

家
か

がいなくてもそれ

なりのものができてしまうということです。もちろん、

その結果に人
にん

間
げん

が満
まん

足
ぞく

するかどうかは別
べつ

ですが。 

このように AI が奪
うば

う仕事は単
たん

純
じゅん

作
さ

業
ぎょう

だけではな

く、ク
く

リ
り

エ
え

イ
い

テ
て

ィ
ぃ

ブ
ぶ

な仕事といわれる分
ぶん

野
や

にも広
ひろ

がっ

ています。後者の他の例として、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い 職
しょく

業
ぎょう

の代
だい

表
ひょう

格
かく

である弁
べん

護
ご

士
し

や会
かい

計
けい

士
し

、医
い

療
りょう

の世界

でも AI が肩
かた

代
が

わりできる部
ぶ

分
ぶん

がかなりあるといいま

す。 
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…………………………………………

※

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成 AI をめぐってはまだまだ課
か

題
だい

も多
おお

く、欧
おう

米
べい

諸
しょ

国
こく

ではチャット GＰＴへのア
あ

ク
く

セ
せ

ス
す

を一
いち

時
じ

停
てい

止
し

した

り禁止したりして、AI 社会へのかじ取
と

りに慎
しん

重
ちょう

にな

ろうとしています。 

日
に

本
ほん

では「人
ひと

手
で

不
ぶ

足
そく

への対
たい

応
おう

など労
ろう

働
どう

生
せい

産
さん

性
せい

の

向
こう

上
じょう

が期
き

待
たい

できる」と利用に前
まえ

のめりで、日
にち

常
じょう

業
ぎょう

務
む

に積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り
り

入
い

れる自
じ

治
ち

体
たい

や 行
ぎょう

政
せい

分
ぶん

野
や

、企業

も次
つぎ

々
つぎ

に出てきています。 

生成 AI はいとも簡
かん

単
たん

に、人
にん

間
げん

が目
め

を見
み

張
は

るような

ことをやってのけます。操
そう

作
さ

も簡
かん

単
たん

で、あらゆる指
し

示
じ

に文
もん

句
く

も言
い

わずに応
おう

じてくれる気
き

楽
らく

さがあるので、利

用に歯
は

止
ど

めをといっても難しいでしょう。しかし、忘
わす

れてはいけないのは AI の世界はデータの蓄積を元にし

ているので、生成されたものは結
けっ

局
きょく

、過
か

去
こ

の模
も

倣
ほう

や

組
く

み合
あ

わせや統
とう

計
けい

的
てき

結
けっ

果
か

でしかないということです。

人間がデータだけでなく、実
じつ

在
ざい

の世
せ

界
かい

に生
い

きてゼ
ぜ

ロ
ろ

か

ら思
し

考
こう

して、創
そう

造
ぞう

する世
せ

界
かい

とは違
ちが

います。また、主
しゅ

体
たい

のはっきりしない AI が生成した結果に誰
だれ

がどう責
せき

任
にん

を取
と

るのか…。悪
あく

意
い

を持った利用意図をどう防
ふせ

げる

のか…、利用のルール作りはまだまだこれからなので

す。 

今
いま

、加
か

速
そく

度
ど

をつけて広
ひろ

がる生成 AI、このまま無
む

抵
てい

抗
こう

に受
う

け入
い

れ、気
き

づいた時
とき

に 失
うしな

っているものはないで

しょうか？少
すく

なくとも、使用する側
がわ

は自
じ

分
ぶん

がどんな性
せい

質
しつ

のものを利用するのか、利用した結果のリ
り

ス
す

ク
く

には

どんなことが 考
かんが

えられるのかは理
り

解
かい

しておかなけれ

ばならないでしょう。もう後
あと

戻
もど

りはできないであろう

AI 世界との付
つ

き合
あ

いの中で人間はどう生
い

きるのか？生
せい

活
かつ

や人
じん

生
せい

の豊
ゆた

かさを作
つく

る主
しゅ

導
どう

権
けん

は、人
ひと

の手
て

から奪
うば

われないようにしたいですね。            （bab） 
 

※生成 AI が作った画
が

像
ぞう

例
れい

 

 「夏
なつ

の終
お

わりの風
ふう

景
けい

を、a)ゴ
ご

ッ
っ

ホ
ほ

風
ふう

に、b)水
すい

彩
さい

画
が

風
ふう

に描
か

い

てください」と 注
ちゅう

文
もん

したら 左
ひだり

の画像が出てきました。 
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      簡
かん

単
たん

！機
き

器
き

操
そう

作
さ

⑯  ～音声
おんせい

ログイン
ろ ぐ い ん

の設定
せってい

をしよう～ 

 ※ここではア
あ

イ
い

フ
ふ

ォ
ぉ

ン
ん

の操作を基
き

本
ほん

にしています。ア
あ

ン
ん

ド
ど

ロ
ろ

イ
い

ド
ど

の方
かた

も参
さん

考
こう

にしてください。

説
せつ

明
めい

画
が

面
めん

は、 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

表
ひょう

記
き

の画面になっています。 

 

録

➀

まず微信のア
あ

イ
い

コ
こ

ン
ん

をタ
た

ッ
っ

プ
ぷ

 ｢ ｣をタップして｢ ｣をタップ ｢账号与安全｣をタップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 」をタップ 「 」をタップ 画面下
した

のマ
ま

イ
い

ク
く

ア
あ

イ
い

コ
こ

ン
ん

を押
お

しながら数
すう

字
じ

を読
よ

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   今 回
こんかい

は 微
うぇい

信
しん

へのログインを音声で 行
おこな

う方
ほう

法
ほう

を 紹
しょう

介
かい

します。この機
き

能
のう

を設定しておくと、微信

のログインパ
ぱ

ス
す

ワ
わ

ー
ー

ド
ど

を忘
わす

れた時
とき

にも助
たす

かります。 

機
き

器
き

情
じょう

報
ほう

 

「帳号安全」をタップ

➀

ここをタップ 

手机仙人 

ここをタップ 

ここをタップ 

「 」をタップ このアイコン を押し 続
つづ

けながら画
が

面
めん

に 現
あらわ

れた数字を読む 

「 」をタップ 
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             音声を使ってログインするには)  
 

画面に「声音验证通过」が出
で

て 

きたら登録 完 了
かんりょう

 

①  “切换验证方式” 

  ログイン画面で「 」を 

  タップ 

② 

「 」をタップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

③ ” 

「 」をタップ 

マイクのアイコンを押しながら画面

に 現
あらわ

れた数字を読む 

 

   

 

 

                

          。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ここをタップ 

ここをタップ 

ここをタップ 

を押しっぱなしに 

しながら 

画面に現れたこの数字を

読む 
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全
ぜん

国
こく

の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

立
りつ

高
こう

校
こう

の帰
き

国
こく

･外
がい

国
こく

生
せい

徒
と

 

入
にゅう

試
し

の 情
じょう

報
ほう

をウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

で公
こう

開
かい

中
ちゅう

 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

 外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

 高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

”来

天天 79号
ごう

 

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

⇒

 
当
とう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

H
ほーむ

P
ぺーじ

の 進
しん

学
がく

･ 進
しん

路
ろ

情
じょう

報
ほう

コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

中
ちゅう

、｢全国 中
ちゅう

国
ごく

帰国生徒等
とう

の高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

特
とく

別
べつ

措
そ

置
ち

情
じょう

報
ほう

｣ では、毎
まい

年
とし

１
いち

月
がつ

頃
ごろ

に翌
よく

年
ねん

度
ど

向けの情報が追
つい

加
か

されます。Google
ぐ ー ぐ る

で｢中国帰国 外国人生徒 高校入

試｣で検
けん

索
さく

すると、ト
と

ッ
っ

プ
ぷ

に出
で

てきます。 

日本生
う

まれの三
さん

･四
よん

世
せい

で、中国で 小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の 教
きょう

育
いく

を受けてきた人でも外国生徒向けの

措置や 枠
わく

に 応
おう

募
ぼ

できるかもしれませ

ん。地
じ

元
もと

の 教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に問
と

い合
あ

わせ

下
くだ

さい。 

 措置の詳
くわ

しい解
かい

説
せつ

は Google で ｢天

天 79号
ごう

 高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

｣ で検索⇒79 号｢高校特別入試制

度｣をクリックするとトップに出
で

てきます。 

中国帰国者支援・交流センター ウェブサイト https://www.sien-center.or.jp/中的 

 
 
 
 
 
 
 

                               ここ！ 

ここの 

 

                             

                  
                      

 

 

 

転居された方及び今後本誌の送付を希望されない方は首都圏センター(03-5807-3171)までご連絡下さい。本誌は郵便局

以外の配送会社経由でお送りしており、郵便局宛の転居届けは効果がないことにご留意ください。 

 

升学 
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◆  ◆脳トレ（パ
ぱ

ズ
ず

ル
る

） 

白
しろ

い部
ぶ

分
ぶん

に下の①～⑤の図
ず

形
けい

を入
い

れると、１つ余
あま

り

ます。余る図形は①～⑤のどれですか。 

※図形の向
む

きは変
か

えません。 

 

 

 

 

◆  ◆脳トレ（漢
かん

字
じ

パズル） 

下
した

の漢
かん

字
じ

はそれぞれ同
おな

じ部
ぶ

首
しゅ

が消
き

えています。 

共
きょう

通
つう

する部首は何
なん

でしょうか。

 

例題  ➡ :" "(うかんむり)( )

問題１

問題２

                    ※ 27 (正
せい

解
かい

は 27 頁
ぺーじ

) 
 
 

健康 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための「脳
のう

トレ
と れ

」⑤ 
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⑫

日
に

本
ほん

語
ご

ワ
わ

ン
ん

ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

レ
れ

ッ
っ

ス
す

ン
ん

⑫ ～気
き

をつけて！間
ま

違
ちが

って伝
つた

わってるかも？ 

 

 

 

 

｢～んです｣  

 1-1. ｢～んです｣                                                  

 

 

    ｢～んです｣「～んですが(けど)…｣的用法 ｢んです｣｢んですが」の用法 

｢ ｣

疑問文でない｢～んです｣も、疑問文同様、以下の機能を持っています。鍵は｢前提｣です。 

①
  ①話し手が知った事柄について説明する(理由を言うのに用いられる) 

   例) 同僚：カ
か

ラ
ら

オ
お

ケ
け

、行きませんか。 →同僚：すみません、音
おん

痴
ち

なんです。 
                     

先说｢すみません｣就可以表达不去卡拉 OK，然后用｢～んです｣来说明不去的理由。 
(まず｢すみません｣と言って行かないことを表し、その後｢～んです｣で理由を言う) 

②从上面的①派生出的｢んです／んですが／んですけど｣的形式被用于开场白 

    例） 今日
き ょ う

、飲
の

み会あるんですけど、どうですか。
② 上の①から派生し、｢んです／んですが／んですけど｣の形で前置きに用いられる。 

※｢んですけど｣≒｢んですが｣ 

 例を見てみましょう。 

  前置きとして

①(申请带薪休假时)来
らい

週
しゅう

の木
も く

曜
よ う

、子
こ

どもの保
ほ

護
ご

者
しゃ

会
かい

があるんで

すが、午
ご

後
ご

早
そう

退
たい

させていただけないでしょうか。 

②( すみません、上
かみ

山
やま

駅
えき

に行きたいんですけど、どう行け

ばいいでしょうか。  

 

    このコーナーでは皆さんがよく使われている日本語

の表現の中で間違いやすいものを取り上げて紹介して

います。思い当たる人、次から気をつけて使ってみて

くださいね！なお、遠隔課程「おしゃべり文法コース｣

でこの連載内容を含む項目を学べます！ 

  ｢ / ｣

｢ / ｣

｢ ｣

  前号で「～する/したんですか」と「～ます/ました

か」の使い分けを紹介しました。今号では「～んで

す」を使うべき場面を紹介します。 

学
がく

習
しゅう
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③( )こないだス
す

カ
か

イ
い

ツ
つ

リ
り

ー
ー

(に)上
のぼ

ったんだけどね、天
てん

気
き

悪
わる

くて何
なに

も見
み

えなくて… 

④ 昨日
き の う

、 娘
むすめ

と デ
で

ィ
ぃ

ズ
ず

ニ
に

ー
ー

ラ
ら

ン
ん

ド
ど

(に) 行ったんだよ。 
 

※｢んですが／んですけど｣在简体中变成｢んだけど｣。｢ね｣是为了引起对方注意的助词。 

  飲み会で酒を勧められ、理由を告げて断る

先輩：ま、ま、一
いっ

杯
ぱい

(说着就倒酒)。 

後輩：すみません、 私
わたし

、全
ぜん

然
ぜん

飲
の

めないんです。 

 1-2.  ｢疑问词+んですか｣                                            

 

   

 サークル仲間が旅行のお土産を持ってきた

A：これ、皆
みな

さんでどうぞー。 

Ｂ：わ、ありがとうございます。どこ行ったんですか。 

A：えへへ、ベ
べ

ト
と

ナ
な

ム
む

にちょっと行ってました。 

Ｃ：へーいいですねー。いつ行ったんですか。 

A：あ、はい、先
せん

週
しゅう

末
まつ

に有 給
ゆうきゅう

(休
きゅう

暇
か

を)足
た

して。 

欸

｢んですか｣ ｢んです｣  
「～んですか」で尋ねられても、答えには一般に「～んです」を使いません。 

例) 藤
ふじ

原
わら

：田
た

中
なか

さん、いつ戻
もど

ったんですか。→田中：さっき戻りました。 
  

 勤務時間を大分過ぎてから遅刻の連絡

田山：すみません、田山です、ご連絡が遅れました! 

課長：田山さん!?大丈夫ですか、どうしたんですか。 

田山：すみません､子どもが引
ひ

きつけ(を)起
お

こしまして、

今
いま

まで電
でん

話
わ

もできなくて…。 

先生：えっ、大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

なんですか。 

田山：はい、今
いま

病
びょう

院
いん

で、お
お

陰
かげ

様
さま

で落
お

ち着
つ

きました。 

欸

｢ ｣  疑問詞の含まれる質問では、文末に「んですか」

を用いることが多いです。それは、既に何か前提

となる事実を知っていて、そのことについて詳しく

知ろうとする場合であることが多いからです。 
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A さんが脚を引きずって歩いているのを見て

Ｂ：どうしたんですか!? 

A：いや、さっき転
ころ

んじゃって…／転んじゃったんです。  

  

一般的な事実についての質問

後輩学生：どうして10
とお

日
か

は休
やす

みなんですか!? 

先輩学生：創
そう

立
り つ

記
き

念
ねん

日
び

なんですよ。 

 像上面那样的，在与说话者个人的事情无关的会话中，用｢んです｣是很自然的。 

話者個人の事情と関係のない上のような会話では｢んです｣を用いるのが自然です。 

 总结问题 

①( )｢もう{ A 帰ります？   b 帰るんですか ｝。｣ 

② ：カラオケ、行きませんか。 回答：すみません、音痴｛ A です  ｂなんです }。 

③ すみません､子どもが急病で、 

   電話{ A できなかったんです   b できなくて…   c できませんでした }。 

④(拿到了同事发给自己的冲绳的点心)沖縄、｛ A 行きましたか  b 行ったんですか }。 

⑤ ：どうして 10 日は休みなんですか!? 答：創立記念日｛ A ですよ b なんですよ}。 

⑥(同僚に尋ねる)今日の飲み会、｛A 行きます?  ｂ行くんですか  ｃ行きますんですか}。 

1①A(因为如果用｢帰るんですか｣的话,会意味着谴责或是质问)  ②b   ③b   ④b   ⑤b   ⑥A 
 

｢～て｣

｢んです｣

｢～ま

した／ませんでした｣

 問われて理由を答える場合、この会話の

ように｢～て｣形を使うのが無難です。理由を

述べるので｢んです｣を使うのもアリなのです

が、そうすると、その理由が如何にも正当だ

と主張しているように聞こえて反感を買うお

それがあります。また、｢～ました／ませんで

した｣は問われているという前提を無視した

発話に聞こえるので更に NG です。  

(2)

｢～て｣ (2)

｢転んじゃったんです｣

 A さんの様子を見てＢさんが状況を知りた

い・聞きたいと思ったため、この聞き方をして

います。答える A さんは(2)同様、｢～て｣形

で状況を説明しています。但し、ここは(2)と

違って言い訳に聞こえるおそれがないの

で、｢転んじゃったんです｣と答えても問題あり

ません。  
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学習

                      わかるかな？日
に

本
ほん

語
ご

の駄
だ

洒
じゃ

落
れ

 ク
く

イ
い

ズ
ず

付
つ

き

 

涙

ー ー

ー

気
き

が滅
め

入
い

る

敗
はい

者
しゃ

歯
は

医
い

敗者

復活 敗者復活

戦

  「駄洒落」コ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

です。日本語の駄洒落を楽
たの

しみま

しょう。 

 まず、前
ぜん

号
ごう

のク
く

イ
い

ズ
ず

の答
こた

え合
あ

わせをしましょう。

「昨日
きのう

の晩
ばん

は野
や

球
きゅう

観
かん

戦
せん

で 涙
なみだ

が出
で

た！ナイター
な い た ー

だか

ら」のどこがダ
だ

ジ
じ

ャ
ゃ

レ
れ

になるのか、でしたね。ここは「涙

が出た」と「ナイター」がポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

です。「ナイター(ナイト
な い と

（night:英語
えいご

で夜
よる

の意
い

）＋er)」は、「夕
ゆう

方
がた

以
い

降
こう

に開
かい

催
さい

される野球の試
し

合
あい

」を指
さ

す和
わ

製
せい

英
えい

語
ご

です。「ナイター」

と「泣いた」が掛
か

けてあるわけです。わかったかな? 

 今
こん

号
ごう

も、いくつかご 紹
しょう

介
かい

します。まずは発
はつ

音
おん

が近
ちか

いものです。「メ
め

ー
ー

ル
る

がいっぱい来
き

て、気
き

が滅
め

入
い

るなぁ」、

どうですか。「気が滅入る」はちょっと高度
こうど

な語彙
ご い

ですが、

よく使
つか

われる 表
ひょう

現
げん

なので覚
おぼ

えておいても損
そん

はないで

すよ! 

 続
つづ

いて、もう一つ、こちらは 全
まった

く同
どう

音
おん

の例
れい

です。 

 A:あそこの歯
は

医
い

者
しゃ

さん、しばらく閉
し

まっていたけど、診
しん

療
りょう

再
さい

開
かい

したらしいね！  

 B:えっ、ほんと? 敗
はい

者
しゃ

復
ふっ

活
かつ

だね！ 

 これは、「敗者」と「歯医者」の音を掛けているとすぐ

わかりますね。「敗者復活」はわかりますか。ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

競
きょう

技
ぎ

などの「敗
はい

者
しゃ

復
ふっ

活
かつ

戦
せん

」の 略
りゃく

称
しょう

で、「 競
きょう

技
ぎ

会
かい

で、

敗者同
どう

士
し

を 戦
たたか

わせ、勝
か

った方
ほう

に 上
じょう

位
い

の試
し

合
あい

に進
すす

ませ

るシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

」です。「閉まっていた（廃
はい

業
ぎょう

? 休
きゅう

業
ぎょう

?）」

→「再
さい

開
かい

」へと「復活」したことを指
さ

しています。 

 

 では、今号のクイズです。→「このブ
ぶ

ド
ど

ウ
う

食
た

べたら、気
き

分
ぶん

爽
そう

快
かい

になった！ま

あ、すかっとしたね～」。これのどこがダ

ジャレなのでしょう。ヒ
ひ

ン
ん

ト
と

は、ブドウ

の品
ひん

種
しゅ

! 答え合わせは次
じ

号
ごう

で!    (N) 
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2022 年 12 月８日

ようか

(木
もく

) 

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

の「明
あか

石
し

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

」が実
じっ

施
し

した 調
ちょう

査
さ

によると、日本に永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こく

した 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

２
に

世
せい

は生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

率
りつ

が８割
わり

に上
のぼ

り、日
に

本
ほん

語
ご

で

の日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

が困
こん

難
なん

と答
こた

えた者
もの

が約
やく

半
はん

数
すう

、「ほと

んどできない」が 12 ％
パーセント

だった。 就
しゅう

労
ろう

にも壁
かべ

が

あるという。 

 

12 月 18 日(日) 

長
なが

野
の

市
し

で日
にっ

中
ちゅう

関
かん

係
けい

を 考
かんが

える講
こう

座
ざ

が開
ひら

かれ、元
もと

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

教
きょう

諭
ゆ

の飯
いい

島
じま

春
はる

光
みつ

さんが「中国残留孤
こ

児
じ

３
さん

世
せい

が抱
かか

える課
か

題
だい

」について講
こう

演
えん

した。長野市
し

内
ない

の中

学校で 中
ちゅう

国
ごく

人
じん

への偏
へん

見
けん

から帰国者３世・４
よん

世
せい

への

いじめが 深
しん

刻
こく

化
か

した事
じ

例
れい

を 紹
しょう

介
かい

し、その背
はい

景
けい

として「学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

で

満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

の 歴
れき

史
し

が 十
じゅう

分
ぶん

に 教
おし

えら

れていない」と指
し

摘
てき

した。 

 

2023 年１月 13 日(金
きん

) 

埼
さい

玉
たま

県
けん

で、県
けん

内
ない

に本
ほん

籍
せき

がある人
ひと

が参
さん

加
か

した満蒙

開拓団について、県がかつて 情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めたとみられ

る史
し

料
りょう

29冊
さつ

が県
けん

庁
ちょう

倉
そう

庫
こ

で見
み

つかった。開
かい

拓
たく

団
だん

に

詳
くわ

しい加
か

藤
とう

聖
きよ

文
ふみ

・人
にん

間
げん

文
ぶん

化
か

研
けん

究
きゅう

機
き

構
こう

国
こく

文
ぶん

学
がく

研
けん

究
きゅう

資
し

料
りょう

館
かん

准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

は、「同
どう

様
よう

な史
し

料
りょう

は全
ぜん

国
こく

に

あるのではないか」とみる。「国
くに

が史料の所
しょ

在
ざい

を 調
ちょう

査
さ

して把
は

握
あく

し、整
せい

理
り

、保
ほ

管
かん

に取
と

り組
く

むべき」「史料に

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

の名
な

前
まえ

があることでその人
ひと

の生
せい

死
し

が浮
う

かび

上
あ

がり、政
せい

策
さく

が与
あた

えた
た

影
えい

響
きょう

や悲
ひ

劇
げき

の大
おお

きさが社
しゃ

会
かい

に伝
つた

わる」とも指摘した。 

 

 ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

記
き

事
じ

から （2022年
ねん

12月
がつ

1 日
ついたち

～2023 年 5 月 31日
にち

） 

・

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

、 中
ちゅう

国
ごく

･サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

 



第 87 号               中国帰国者支援・交流センター           令和５年８月   

23 

１月 28 日(土
ど

) 

かつて国
こく

策
さく

として 旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

(現
げん

中
ちゅう

国
ごく

東
とう

北
ほく

部
ぶ

)へ

移
うつ

り住
す

み、 終
しゅう

戦
せん

直
ちょく

後
ご

の混
こん

乱
らん

の中
なか

で多
おお

くの犠牲者

を出
だ

した満蒙開拓団や中国残留日本人
じん

について学
まな

ぶ

講
こう

演
えん

会
かい

が、東
とう

京
きょう

都
と

新
しん

宿
じゅく

区
く

の早
わ

稲
せ

田
だ

大
だい

学
がく

で開
ひら

か

れた。中国残留婦
ふ

人
じん

のひ孫
まご

であり、日
にっ

中
ちゅう

両
りょう

国
こく

の学
がく

生
せい

でつくる友
ゆう

好
こう

団
だん

体
たい

「日
にっ

中
ちゅう

学
がく

生
せい

会
かい

議
ぎ

」の運
うん

営
えい

委
い

員
いん

を務
つと

める大学生・北
きた

原
はら

康
やす

輝
てる

さん(21)が企
き

画
かく

した。

北原さんは「自
じ

分
ぶん

のような人がいる歴史を知ってもら

いたい」「日中 両
りょう

方
ほう

の言
こと

葉
ば

を使
つか

える自分が、日中の

懸
か

け橋
はし

になりたい」と開
かい

催
さい

への思
おも

いを語
かた

った。 

 

２月４日(土
ど

) 

一
いっ

般
ぱん

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

「大
おお

阪
さか

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

」が、

人
じん

権
けん

擁
よう

護
ご

活
かつ

動
どう

に貢
こう

献
けん

する団
だん

体
たい

などに贈
おく

られる大
おお

阪
さか

弁
べん

護
ご

士
し

会
かい

の「人
じん

権
けん

賞
しょう

」に選
えら

ばれた。日本に永住

帰国した中国残留邦人らの支
し

援
えん

に長
なが

年
ねん

携
たずさ

わり、「当
とう

事
じ

者
しゃ

が主
しゅ

体
たい

となり、自
じ

助
じょ

的
てき

に人
じん

権
けん

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けてき

た」ことが 評
ひょう

価
か

された。同
どう

センターは、 自
みずか

らも残

留孤児だった竹
たけ

川
がわ

英
ひで

幸
ゆき

さん(90)が 1984 年、大阪に

帰国者の支援拠
きょ

点
てん

を設
もう

けようと立
た

ち上
あ

げた。 

 

３月９日(木) 

野
や

球
きゅう

の世
せ

界
かい

一
いち

決
けっ

定
てい

戦
せん

Ｗ
だぶりゅー

Ｂ
びー

Ｃ
しー

は、３月 22 日

に日本代
だい

表
ひょう

「 侍
さむらい

ジ
じ

ャ
ゃ

パ
ぱ

ン
ん

」が３大
たい

会
かい

ぶり３
さん

度
ど

目
め

の優
ゆう

勝
しょう

を飾
かざ

ったが、中国チ
ち

ー
ー

ム
む

の代
だい

表
ひょう

選
せん

手
しゅ

に、

母
はは

方
かた

の祖
そ

父
ふ

が中国残留孤児だった真
ま

砂
さご

勇
ゆう

介
すけ

選
せん

手
しゅ

が

いた。真砂選手は日本生
う

まれで高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、福
ふく

岡
おか

ソ
そ

フ
ふ

ト
と

バ
ば

ン
ん

ク
く

ホ
ほ

ー
ー

ク
く

ス
す

に 入
にゅう

団
だん

し、今
こん

季
き

からは社
しゃ

会
かい

人
じん

野
や

球
きゅう

の日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

に移
い

籍
せき

した。中国語を 喋
しゃべ

れ

ないのでチーム 内
ない

のコ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

は 難
むずか

しか

ったが、日本と中国の人々に自分のプ
ぷ

レ
れ

ー
ー

を 120％出

す 姿
すがた

を見
み

てほしいと試
し

合
あい

に臨
のぞ

んだ
だ

。９
ここ

日
のか

の対
たい

日
にっ

本
ぽん

戦
せん

では１
いっ

本
ぽん

のヒ
ひ

ッ
っ

ト
と

を打
う

って中国チームに貢
こう

献
けん

し
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たが、日本チームには敗
やぶ

れた。 

 

３月 17 日(金) 

中国残留孤児の肉
にく

親
しん

捜
さが

しに 生
しょう

涯
がい

を捧
ささ

げ、「中国

残留孤児の父
ちち

」と呼
よ

ばれた山
やま

本
もと

慈
じ

昭
しょう

氏
し

の生涯を描
えが

いた映
えい

画
が

「望
ぼう

郷
きょう

の鐘
かね

 満蒙開拓団の落
らく

日
じつ

」の 上
じょう

映
えい

会
かい

が 11 日、福
ふく

島
しま

市
し

内
ない

で 催
もよお

された(～23 日)。 

 

３月 20 日(月
げつ

) 

長野県阿
あ

智
ち

村
むら

の満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

記
き

念
ねん

館
かん

で、旧満洲ハ
は

ル
る

ピ
ぴ

ン
ん

生
う

まれの歌
か

手
しゅ

・加
か

藤
とう

登
と

紀
き

子
こ

さん(79)と 中
ちゅう

国
ごく

人
じん

画
が

家
か

・王
わん

希
しー

奇
ちー

さん(62)が2
は

0
つ

日
か

、懇
こん

談
だん

した。同
どう

館
かん

では

開
かい

館
かん

10 周
しゅう

年
ねん

を機
き

に、王さんの巨
きょ

大
だい

絵
かい

画
が

「一九四

六」(3m×20m 油
あぶら

絵
え

)を展
てん

示
じ

。作
さく

品
ひん

には、 終
しゅう

戦
せん

翌
よく

年
とし

の 1946 年に 遼
りょう

寧
ねい

省
しょう

の葫
こ

蘆
ろ

島
とう

の 港
みなと

で、引
ひ

き揚
あ

げ船
せん

に向
む

かう日
に

本
ほん

人
じん

移
い

民
みん

約
やく

500 人の 行
ぎょう

列
れつ

の様
よう

子
す

が、緻
ち

密
みつ

に描かれている。完
かん

成
せい

までに３年半が費
つい

や

された。 

 

４月１日(土) 

日本で生まれ育
そだ

った中国残留邦人３世の大学生・

大
おお

橋
はし

遼
りょう

太
た

郎
ろう

さん(23)が「七
なな

歳
さい

の僕
ぼく

の 留
りゅう

学
がく

体
たい

験
けん

記
き

」を 出
しゅっ

版
ぱん

した。小
しょう

学
がっ

校
こう

時
じ

代
だい

に中国で過
す

ごした３

年間の経
けい

験
けん

をつづっている。異
い

文
ぶん

化
か

の中
なか

、幼
よう

少
しょう

期
き

に自分のル
る

ー
ー

ツ
つ

・中国とどう向
む

き合
あ

ったか、現
げん

地
ち

のエ
え

ピ
ぴ

ソ
そ

ー
ー

ド
ど

を踏
ふ

まえて 紹
しょう

介
かい

している。「本
ほん

を通
つう

じ、僕

の経験や思
おも

い出
で

を 共
きょう

有
ゆう

してもらい、日中の相
そう

互
ご

理
り

解
かい

につながればうれしい」と大橋さんは語
かた

った。 

 

４月４日(火) 

写
しゃ

真
しん

集
しゅう

「Sakhalin(サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

)」(2022 年)を出した

新
にっ

田
た

樹
たつる

さん(56)が、「写
しゃ

真
しん

界
かい

の 芥
あくた

川
がわ

賞
しょう

」と呼
よ

ば

れる第
だい

47 回木
き

村
むら

伊
い

兵
へ

衛
え

写
しゃ

真
しん

賞
しょう

に選
えら

ばれた。新田さ

んは、終
しゅう

戦
せん

後
ご

もサハリン(樺
から

太
ふと

)残留を余
よ

儀
ぎ

なくされ
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た 人
ひと

々
びと

を 訪
たず

ね 歩
ある

いた。「私にとってのサハリンと

は？それは日
に

本
ほん

統
とう

治
ち

時
じ

代
だい

から途
と

切
ぎ

れることなく続
つづ

く土
と

地
ち

の記
き

憶
おく

。交
こう

流
りゅう

を重
かさ

ねた女
じょ

性
せい

たちとの会
かい

話
わ

の

中でふとたち 現
あらわ

れる 情
じょう

景
けい

を、現
げん

在
ざい

の 光
ひかり

を集
あつ

め

てうつしだすことができれば…」と写
しゃ

真
しん

集
しゅう

に記
しる

し

ている。この後
あと

、受
じゅ

賞
しょう

記
き

念
ねん

の個
こ

展
てん

が東京銀
ぎん

座
ざ

で開

催された(4 月 28 日～５月 11 日)。 

 

４月 8 日(土) 

旧満洲からの引
ひ

き揚
あ

げ者
しゃ

ら

で立
た

ち上
あ

げた市
し

民
みん

団
だん

体
たい

「微
び

風
ふう

の会
かい

」（岐
ぎ

阜
ふ

市
し

）は、中国東北

部の 高
こう

校
こう

生
せい

や日本に 留
りゅう

学
がく

する 大
だい

学
がく

院
いん

生
せい

への 奨
しょう

学
がく

金
きん

事
じ

業
ぎょう

を続
つづ

けてきた。しかしこのたび 30 年の歴史に

幕
まく

を下
お

ろした。最
さい

後
ご

の奨学金授
じゅ

与
よ

式
しき

は８日に名
な

古
ご

屋
や

市
し

内
ない

で開かれ、日中友好に貢献してきた歩
あゆ

みを振
ふ

り

返
かえ

り、未
み

来
らい

を担
にな

う学生たちにエ
え

ー
ー

ル
る

を送った。 

 

４月 14 日(金) 

日
にっ

中
ちゅう

友
ゆう

好
こう

協
きょう

会
かい

山
やま

梨
なし

支
し

部
ぶ

はこのほど、中国残留

日本人の子として中国で生まれ、今は山梨県で暮らす

「２世帰国者」を対
たい

象
しょう

にア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

を 行
おこな

った。回
かい

答
とう

した 34 人のうち、７割以上が「日本語があまりで

きない」「ほとんどできない」と答
こた

え、生活保護受給

者も３割いることがわかった。同協会山梨支部事
じ

務
む

局
きょく

の木
きの

下
した

事務局 長
ちょう

は「 1
いっ

世
せい

だけでなく、２世も

安
あん

定
てい

した老
ろう

後
ご

が送れるよう法
ほう

改 正
かいせい

が必要だ」と話

す。 

 

４月 17 日(月
げつ

) 

広
ひろ

島
しま

県
けん

尾
おの

道
みち

市
し

の平
ひら

山
やま

郁
いく

夫
お

美
び

術
じゅつ

館
かん

で、平山郁夫

の日本画
が

を模
も

写
しゃ

したちぎり絵
え

展
てん

が 始
はじ

まった(～

5/13)。ちぎり絵を通じて日中交流を進める中国残留
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・

孤児の岩
いわ

井
い

梅
うめ

子
こ

さん(76)や中国の学生たち 62 人の作

品が展示されている。岩井さんは大
だい

連
れん

で生まれ、1996

年に帰国。和紙のちぎり絵講師として日中両国で教室

や作品展を開いている。 

 

４月 25 日(火) 

満蒙開拓の歴史に特化した国内唯一の施設「満蒙開

拓平和記念館」(長野県阿智村)が 25 日、開館 10 周年

を迎えた。寺
てら

沢
さわ

秀
ひで

文
ふみ

館
かん

長
ちょう

は「犠牲を悼
いた

みつつ、複

雑な歴史を振
ふ

り返
かえ

る中で 培
つちか

われてきた 教
きょう

訓
くん

から

学
まな

び、平和への学びを深
ふか

めていくために新たな一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出したい」とのコ
こ

メ
め

ン
ん

ト
と

を発
はっ

表
ぴょう

した。 

 

４月 26 日(水
すい

) 

今
こ

年
とし

の第 42 回土
ど

門
もん

拳
けん

賞
しょう

を受賞した写真家、船
ふな

尾
お

修
おさむ

さんの作品展「満洲国の近
きん

代
だい

建
けん

築
ちく

遺
い

産
さん

」が、

東京都新宿区で開催された(～5/8)。船尾さんは、かつ

て日本から旧満洲に渡
わた

った人々が手
て

掛
が

けた、中国東北

部に今も残
のこ

る建
けん

築
ちく

物
ぶつ

を、2016 年から３年間で約400

か所
しょ

を訪ね歩き撮
さつ

影
えい

した。船尾さんは「満洲とは何
なん

だったのか、写真を見た人が歴史を考える入
い

り口
ぐち

にな

れば」と語った。 

 

４月 30 日(日) 

ロ
ろ

シ
し

ア
あ

の侵
しん

攻
こう

を受
う

けたウ
う

ク
く

ラ
ら

イ
い

ナ
な

から、双
ふた

子
ご

の息
むす

子
こ

とともに岩
いわ

手
て

県
けん

洋
ひろ

野
の

町
ちょう

に避
ひ

難
なん

していたロ
ろ

ハ
は

チ
ち

ョ
ょ

ー
ー

バ
ば

・レ
れ

ー
ー

ナ
な

さん(47)。30 日、帰国を前に、岡 本
おかもと

正 善
まさよし

町 長
ちょうちょう

に感謝の手
て

紙
がみ

と色
しき

紙
し

を手
て

渡
わた

し、「皆
みな

さんに仲
なか

良
よ

くしていただいた。洋野町のことは生涯忘
わす

れない」

と話した。レーナさんの 夫
おっと

の父
ちち

・上
うえ

野
の

石
いし

之
の

助
すけ

さん

(故
こ

人
じん

)は 同
どう

町
ちょう

出
しゅっ

身
しん

の樺太(サハリン)残留日本人

で、長
なが

年
ねん

ウクライナで暮
く

らし、晩
ばん

年
ねん

には日本に一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

して親
しん

族
ぞく

と再
さい

会
かい

できていた。こうした縁
えん

から

洋野町の親族を頼
たよ

って避難したレーナさん。「ここで



第 87 号               中国帰国者支援・交流センター           令和５年８月   

27 

暮らし、一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

なのは平
へい

和
わ

と健
けん

康
こう

だと感
かん

じた。今

も現
げん

地
ち

では戦
せん

争
そう

が続
つづ

き、子
こ

供
ども

も亡
な

くなっていること

を忘れないでほしい」と語った。 

 

５月３日(水) 

長野県阿智村の満蒙開拓記念館は、旧満洲に渡った

元
もと

開
かい

拓
たく

団
だん

員
いん

から聞
き

き取
と

った 証
しょう

言
げん

の映
えい

像
ぞう

を、地
じ

元
もと

の高校生・大学生を含むボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

と 協
きょう

力
りょく

して

文
ぶん

章
しょう

に書
か

き起
お

こしている。第
だい

１
いち

弾
だん

として 10 人の

証言が冊
さっ

子
し

「それぞれの記
き

憶
おく

 特
とく

別
べつ

版
ばん

」にまとまっ

た。夏
なつ

休
やす

みを活
かつ

用
よう

して手
てつ

伝
だ

った大学１年生の木下愛

さん(19)は、「何
なん

十
じゅう

年
ねん

先
さき

まで残
のこ

り、少
すこ

しでも多くの

人に知ってもらえれば」と語った。書き起こしは今後

も続けられ、冊
さっ

子
し

は記念館で読
よ

める。 

 

５月９日(火) 

兵庫県豊
とよ

岡
おか

市
し

の合
あい

橋
はし

小
しょう

学
がっ

校
こう

(児
じ

童
どう

81 人)は、地
ち

域
いき

を知
し

り、地域の歴史を後
こう

世
せい

に引
ひ

き継
つ

ぐ活
かつ

動
どう

をして

いる。近
ちか

くには、旧満洲で亡
な

くなった 346 人の名
な

前
まえ

が刻
きざ

まれた「 殉
じゅん

難
なん

者
しゃ

之
の

碑
ひ

」が建
こん

立
りゅう

されている。合

橋小の５、６年
ねん

生
せい

34 人は、この石
せき

碑
ひ

の前
まえ

で、旧満洲

へ送り出された「大
だい

兵
ひょう

庫
ご

開
かい

拓
たく

団
だん

」の元団員・山 下
やました

幸雄
ゆきお

さん(90、終
しゅう

戦
せん

当
とう

時
じ

12歳
さい

)から話を聞いた。山下

さんは最後に「戦争の恐
おそ

ろしさや、日
ひ

ごろの何
なに

気
げ

ない

生活の 幸
しあわ

せを感じてほしい」と語った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        「脳トレ」クイズの答え 

· （パズル）：5    （漢字）  問題１： (金偏
かねへん

) 問題２：  (国
くに

構
がま

え) 
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◆

◆

 ◆世
せ

界
かい

を巻
ま

き込
こ

み３ 年
ねん

続
つづ

いた 新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

。今
こ

年
とし

５月
がつ

には規
き

制
せい

が緩
かん

和
わ

され、マ
ま

ス
す

ク
く

を外
はず

す

人
ひと

も出
で

てきました。当
とう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

でも 消
しょう

毒
どく

液
えき

の設
せっ

置
ち

を続
つづ

け、換気に気
き

を付
つ

けながら 教
きょう

室
しつ

を運
うん

営
えい

してい

ます。万
まん

一
いち

発
はつ

熱
ねつ

しても自
じ

治
ち

体
たい

の相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

が開
ひら

いて

いるので、心
しん

配
ぱい

な時
とき

は連
れん

絡
らく

してみましょう。左
さ

欄
らん

の

Q
きゅう

R
あーる

コ
こ

ー
ー

ド
ど

で都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

に飛
と

べます。 

◆今年
ことし

は日
にっ

中
ちゅう

平
へい

和
わ

友
ゆう

好
こう

条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

45 周
しゅう

年
ねん

という

節
ふし

目
め

の年
とし

です。1972年
ねん

日
にっ

中
ちゅう

の国
こっ

交
こう

が正
せい

常
じょう

化
か

して

から、さらに友好 協
きょう

力
りょく

関
かん

係
けい

を 強
きょう

化
か

するために交
こう

渉
しょう

を重
かさ

ねて、ようやく 1978 年に平和友好条約が締
てい

結
けつ

されました。第
だい

１項
こう

には平和のため、武
ぶ

力
りょく

の行
こう

使
し

や威
い

嚇
かく

に 訴
うった

えない。第 3 項には経
けい

済
ざい

、文
ぶん

化
か

、民
みん

間
かん

交
こう

流
りゅう

をいっそう発
はっ

展
てん

させること、と謳
うた

っています。

大
たい

切
せつ

に守
まも

っていきたいですね。（M.O） 
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